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研究成果の概要（和文）：医療従事者の仕事ストレスによる健康障害防止のために、職場で実施

出来るメンタルヘルス対策として、ストレスマネージメントの手法を考案し、その有用性を検

討した。その結果、ストレスマネージメントとしての炭酸泉足浴とサプリメントの摂取および

余暇時間におけるリラックスすることは、仕事ストレスを軽減し、メンタルヘルスの向上につ

ながった。また容易に実践可能であり、職場単位で実施可能なメンタルヘルス対策として有用

であると考えられた。 

 

研究成果の概要（英文）：For prevention of health hazard by the work stress of the healthcare 

worker, we devised technique of the stress management as the mental health measures that 

we could perform in the workplace and examined the utility. 

As a result, we relieved a carbonated spring foot bath and the intake of the supplement 

as the stress management and the stress that it worked to be relaxed in the leisure time 

and led to improvement of the mental health. 

Also, we could practice it easily and were thought to be useful as the mental health 

measures that was possible by workplace unit. 
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１．研究開始当初の背景 

医療従事職は、ストレスの強い職業の一つと

され、医療従事職特有のストレッサーも関係 

しており医療従事職に適したストレスマネ

ージメントの手法・技法を開発・応用し、そ

の有用性を検討してきた。しかし、まだ医療

従事者のメンタルヘルスに影響している未

解決の問題が残っている。女性では、子育て

労働支援に関する問題がある。女性医療従事

者が妊娠・出産する場合、育児と仕事の両立

が不可欠であり多大なストレスを受けるの

は事実である。しかし産休や育児休業明け後

の職場復帰以降のストレス対策はほとんど

実施されていない。先行研究（調査）では看

護職員は、職場の理解が少ないことや復職後

の部署の変更などがストレスの原因となっ

ており、対策が急務と考えられた。一方、医

師は有給資格者の割合がきわめて少なく、ほ

とんどが育児休暇を取得していない。したが

って子育て医師は、特別な勤務状態（条件）

で労働している例が多く見られる。そこで医

師特有の子育て労働の実態を把握し、縦断的

検討から問題点を取り上げ、改善（改革）し

ていく必要があると考えられる。また男性の

進出により生じた看護職の性差の問題があ

る。男性看護師の多様な領域への進出により

性差を考慮したメンタルヘルスサポートも

重要である。男性看護師は過酷な職業的背景

に加えて、女性社会の中で働く少数派男性と

してのジェンダーストレスや孤立感、また上

司や同僚から力仕事や ME 機器の取り扱いと

いった男性役割を期待されるなど、非常にス

トレスが高い状況にあることが推測される。

しかし男性看護師に焦点を当て、その特殊な

労働環境を考慮した上でストレスとその要

因について検討した研究はほとんど見当た

らない。更には過重労働と健康障害の問題が

ある。この過重労働を含む仕事ストレスによ

りもたらされる健康障害の問題は、企業労働

者に見られるものとは異なっているのでは

ないであろうか。ストレスマネージメントの

新しい手法の開発もいぜん個人のストレス

対策に重要な問題である。ストレスマネージ

メントの手法については、以前より言われて

いる血行を良くするほか、疲労回復やリラッ

クス効果も期待されている炭酸泉（高濃度炭

酸泉、正式には二酸化炭素泉）浴やサプリメ

ントの摂取に注目した。個人に対するマネー

ジメントのほか、職場単位でできるストレス

マネージメントの方法も示されていないの

が現状である。 

 

２．研究の目的 

未解決である医療従事職特有の労働者のメ

ンタルヘルス関連要因を明らかにし、メンタ

ルヘルスの向上やリスクの改善などの予防

だけでなく、メンタルヘルス不良者へのサポ

ートや休業明け後の復職者支援（子育て労働

支援）など、医療従事者の職場における「活

性・再生」を目指した新たなメンタルヘルス

対策（ストレスマネージメント）の開発・実

践を目指すことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）医療従事者の職場の子育て労働支援と

して、復職後のメンタルヘルスを検討し、職

場でできる具体策を検討する。 

 

（２）男性看護師のストレス状況と関連要因

を明らかにし、男性看護師のストレス軽減や

ストレスマネージメントにつなげる方法を

検討する。 

 

（３）職場で実践できるストレスマネージメ

ントとして、炭酸泉浴、余暇活動、サプリメ



ントを用い、その有用性を検討する。 

 

（４）過重労働を含む仕事ストレスと心身の
健康問題について、一部署を選んでの介入研
究を行い、全体及び個々のケースから問題点
を明らかにし、経時的変化により対策を検討
する。 
 
４．研究成果 

（１）育児休業明け復職後約 1 ヵ月経過時に

大学病院勤務の看護師および医師に対し、独

自の記名自記式の質問紙及び労働意欲を評

価する Work Engagement Scale 日本語短縮版

（以下 UWES-J）と職業性ストレス簡易調査票

(以下 BJSQ)による調査を行った。その結果、

家族の理解や支援のほか職場の理解や勤務

時間・体制が仕事と育児の両立を支える要因

であった。女性医師では労働内容の改善、マ

ンパワー、子どもを預けられる場所が望まれ

る職場のサポートという回答結果であった。

子育て中の仕事のコントロール度は低く、疲

労感や不安感は強かった。以上から不安の 

ない働きやすい職場づくり、職場の健康教育、

本人へのメンタルヘルスケアの充実・強化が 

重要と考えられた。 

 

（２）大学病院勤務の男性看護師および女性

看護師合計 477 名を対象に基本属性、労働状

況（役職の有無、勤務年数）、BJSQ、UWES-J

などおよび男性看護師に対するイメージや期

待する役割などを含む質問紙調査を行った。

その結果、男性看護師 32 名と女性看護師 445

名から回答が得られ、女性と異なった男性看

護師特有（特別）の仕事ストレス要因や心身

のストレス反応が見られ、男性看護師に合っ

たサポートプログラムの必要性も考えられた。 

 

（３）ストレスマネージメントに用いた炭酸

泉による足浴を行った炭酸泉浴群 15 名と対

照の温水浴群 5 名を対象にバイタルサイン、

気分の変化を表す POMS 質問紙調査、サーモ

グラフィーによる皮膚温、ストレスホルモン

である唾液中のクロモグラニン（CgA）濃度

を測定・検査し、比較検討を行った。その結

果、炭酸泉浴群では血圧・脈拍の低下のほか、

POMST 得点より求めた気分の改善や CgA 濃度

が減少傾向を示し、炭酸泉浴によるリラクゼ

ーション効果が示唆された。 

 

（４）研修医 31 名を対象に就職後約 3 ヵ月

目と 1 年後の 2 回に独自の質問紙と BJSQ 及

び余暇活動を表すリカバリー経験尺度（REQ）

のリラックス尺度を用いた調査を行った。そ

の結果、1 年目から 2 年目にかけて、余暇時

間にリラックスできる人ほど、そうでない人

に比べて仕事の量的負担は低下し、対人関係

のストレスも軽減し、不安感も少なくなった。

以上から余暇にリラックスするように努め

ることは仕事ストレスマネージメントに有

効であると考えられた。 

 

（５）先行研究として、女子学生 19 名を対

象に冷えの程度を評価できる質問紙と精神

健康度を表すGHQ28およびBMI、基礎代謝率、

体脂肪率、アルテット C による自律神経機能

検査、血液検査を行った。サプリメントによ

る介入効果についても検討した。その結果、

対象の約 7 割は、中等度から高度の冷えを感

じていた。冷えの程度は BMI、基礎代謝率、

体脂肪率、自律神経機能と相関が見られ、低

体重、低エネルギーのほか交感神経緊張の関

与も示唆された。8 週間のサプリメント摂取

による冷え症の改善効果については明らか

にすることができなかった。 

 

（６）大学病院病棟勤務の看護師 19 名を対

象に、仕事ストレスの評価ができる BJSQ、労

働意欲を表すUWES-Jの質問紙とアルテットC



による血管年齢の測定及びストレスホルモ

ンの血中コルチゾルやアデイポネクチンな

どを含めた血液検査を行った。さらに抗酸化

剤である還元型コエンザイム Q10 を 4週間摂

取してもらい、摂取前後で比較した。その結

果、100％指示通りに摂取した群（10 名）で

は、そうでない群（9 名）に比べ労働意欲が

向上し、身体愁訴も軽減した。血管年齢も若

くなった。 

仕事ストレスマネージメントの個人で行う
手法としてはいくつかあり、その効果は少な
からず見られている。しかし、本研究におい
て職場単位で実践できるストレスマネージ
メントの手法が示され、その効果が明らかに
なったことで今後、新たなメンタルヘルス対
策のツールとして期待されると考えられた。 
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